
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

プログラム

宮脇淳子 プロフィール 

歴史学者、公益財団法人東洋文庫研究員。 

1952 年和歌山県生まれ。京都大学文学部卒、大阪大学

大学院博士課程単位取得満期退学。博士(学術)。専攻は

東洋史。東京外国語大学・常磐大学・国士舘大学・東京大

学等の非常勤講師を歴任。著書に『モンゴルの歴史：遊牧

民の誕生からモンゴル国まで』『真実の中国史』『どの教科

書にも書かれていない日本人のための世界史』『満洲国か

ら見た近現代史の真実』『中国・韓国の正体』『世界史のな

かの蒙古襲来』『皇帝たちの中国史』ほか多数。 
T.アルタンバガナ（千葉大学特別研究員） 
内モンゴル自治区ジリム盟フレー旗出身。 
著書に『モンゴル文化研究』（共著）1号～4号。 
論文に「中国の大衆路線教育とモンゴル人の文化活動

－通遼市の老年ウラーンムチルを事例に－」や「中国の少
数民族の歌舞団における文化制度と社会契約－内モンゴ
ル自治区のウラーンムチル芸術歌舞団を事例に－」などが
ある。 
             
白那日蘇（ハク ナルス）(神戸大学協力研究員) 
内モンゴル自治区ジリム盟科爾泌左翼後旗出身。 
現在神戸大学国際文化研究推進インスティテュートの協

力研究員。研究代表論文として「蒙疆政権の軍隊の形成
過程に関する研究」（博士学位論文）がある。 

2023 年 

9 月 30 日 

13 時 30 分～17 時 

第一部 
 

1. 宮脇淳子（基調講演）  13：30～14：50 

「なぜ世界史はモンゴル帝国から始まったというのか」 
           

休憩：10分 

第二部 
    
2. T.アルタンバガナ     15：00～15：30 

「日本の満洲映画協会と内モンゴル映画の関係 

－映画『内モンゴル人民の勝利』を事例に－」    

3. 白那日蘇          15：30～16：00 

「20 世紀前半の内モンゴル諸民族主義運動から徳王

の自治運動まで－モンゴル統一独立の延長線だったのか」 

休憩：20分 

楊海英（総括・討論会）     16：20～17：00 

場所： グリーンパレス 集会室 304  参加無料
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